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化粧品成分がわからない！！ 

化粧品成分がわからない！！よくこん

な質問を受けますが、確かに食品に比較

し、化粧品に書かれている全成分表示は

難解です。でも、基本となる成分は実は

限られていて、主要成分をちょっと努力

して覚えれば重要情報は読めるように

なります。例えば「アスコルビン酸○○」

と書かれていれば、効能効果が書かれて

いなくてもビタミン C 誘導体が入って

いるから美白やニキビ、シワに使えそう

な化粧品だということがわかるわけで

す。もちろん成分配合濃度がわからない

ので効果の程は不明ですが、ラベルに書

かれている製造販売元に電話して聞い

てみるのも一案。全ての成分濃度は一般

に秘密ですが主要成分の濃度は教えて

くれるところが意外に多いものです。 

 この冊子では、今まで弊社に寄せられ

た質問から特に美容を行っているクリ

ニックのスタッフの役に立ちそうな化

粧品原料を選び、できる限りわかりやす

く説明をしてみました。 

 スタッフ教育や化粧品原料のカタロ

グとしてお役立て頂ければ幸いです。 

（株）アイ・ティー・オー 

  営業担当一同 

 

本内容は以下のサイトからダウンロー

ドできます。 
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プロビタミンCで肌力アップ 
 

 

日傘、長袖の服、日焼け止めと万全の陽射し対策をしても、すべての紫外線を避けられるわけではありません。紫外線は曇りの日にも、室内にも
降り注いでいるのですから。だとしたら、紫外線によるシミ、シワを予防するには何よりも、日頃からの肌の手入れが肝心。メラニンをシミとし
て沈着させない、肌の張りを保つコラーゲンをどんどん作る、そんな肌力をつけるためにできることは…？ 

 

 

 

じりじりと肌を焦がすような真

夏の陽射しは恐れても、梅雨前の初

夏には、爽やかな気候に誘われてつ

いうっかり肌をさらすことはあり

ませんか。でも実は、紫外線量が増

え始めるのは4月。ピークは6月の

夏至の頃とも、あるいは5月と8月

が一番多いとも言われています。い

ずれにしても、体感する陽射しの強

弱に惑わされてはダメ。少なくとも

初夏を迎えたら、真夏並みの紫外線

対策が必要ということです。シミ・

ソバカスやシワ・たるみなど、肌老

化の大きな要因が紫外線であるこ

とはよく知られています。それらの

トラブルを起こすメカニズムを知

って、有効な対策を採りましょう。

紫外線が当たると、肌に活性酸素が

発生します。活性酸素は細胞を酸化

させる＝傷つける存在なので、これ

に対する防衛反応として表皮層内

で、紫外線を吸収するメラニンが生

成されます。通常なら皮膚の新陳代

謝＝ターンオーバーによってメラ

ニンも排出されますが、過剰に作ら

れたメラニンは、肌に沈着してシミ

やソバカスになってしまうのです。 

 

 

コワイ紫外線対策には抗酸化物質

が効果的 さらに、表皮層のメラニ

ンによって吸収し切れなかった紫

外線は、真皮層にまで達し、そこで

発生した活性酸素が、コラーゲンや

エラスチンに影響します。コラーゲ

ンやエラスチンは肌に張りや弾力、

伸縮性を与える繊維構造のたんぱ

く質ですが、活性酸素がその繊維を

ズタズタにしてしまうのです。コラ

ーゲンやエラスチンの機能が失わ

れれば、肌にはシワやたるみが生ま

れます。シミ、シワといった紫外線

による肌トラブルには、いずれも活

性酸素が大きく関わっているわけ

です。  

 

 

紫外線が怖いのは活性酸素を発生

させるから。活性酸素と戦ってくれ

るのは抗酸化物質。ならば、特に肌

のためにいい抗酸化 物質は何なの

でしょうか。ズバリおすすめはプロ

ビタミンC。ビタミンC誘導体とも

表記されますが、体内に入ってビタ

ミンCに変換される物質のことで

す。「ビタミンCがお肌にいい」と

いうことは、かなり以前から常識の

ように言われてきま した。ビタミ

ンCが頼りになる抗酸化物質で、肌

にもいいことは間違いではありま

せん。でもビタミンCそのもの、つ

まりピュアビタミンC＝AsA（図3）

を肌に塗っても効果は少なく、場合

によってはむしろ肌トラブルの素

にもなる。これが現代の新しい「常

識」 です。活性酸素を消去したり、

メラニン色素の生成を抑えたり、コ

ラーゲンの生成を促したり、といっ

たビタミンCの優れた特質は、肌の

内部まで浸透してこそ発揮されま

す。ところが、ピュアビタミンCは

とても不安定な物質で、肌に吸収さ

れる前に壊れて効力を失ってしま

います。しかも分解の過程で一部は、

活性酸素と同様の性質を持つアス

コルビン酸ラジカルという悪玉に

生まれ変わってしまうのです。この

ため、高濃度のピュアビタミンCを

塗って強い紫外線を浴びた場合な

ど、肌に刺激や炎症などのトラブル

を起こすこともあります。そうした

ピュアビタミンCの欠点を克服し
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た新しい安定型のビタミンCがプ

ロビタミンCなのです。  

 

 

プロビタミンCの中で今もっとも

注目されている新型は、APPS（図

１）。１つの誘導体の中に親水性と

親油性、両方の分子構造を持ってい

るため、肌内部に浸透して表皮と真

皮の両方で効果を発揮します。その

うえ低刺激で、浸透力が非常に強い

のが特徴です。だからAPPSは、ピ

ュアビタミンCのような肌トラブ

ルを起こすことなく、夏の陽射しの

下でも安心して使えます。紫外線を

完全にシャットアウトすること が

現実的でない以上、せめて紫外線に

よる肌トラブルを最小限に抑え、肌

の回復力を高めてシミ・シワのない

美肌に…。つまり一番の紫外線対策

は肌力をアップさせることで、それ

にはAPPSに限らず、プロビタミン

Cがうってつけなのです。化学的に

いうとプロビタミンCは、ピュアビ

タミンCにいろいろな性質の別の

分子をドッキングさせたもの。市販

の化粧品で多く使われているのは、

グルコシドをドッキングさせたタ

イプ（グルコシド型プロビタミンC

＝AAG）です。一方、美容皮膚科

で多く用いられているのはリン酸

型のプロビタミンC＝APS（図２）

で、いずれも水溶性です。また油溶

性のプロビタミンCでは近年、イソ

パルミチン酸型=VCIPの安定性と

効果の高さが評価されています。そ

して両親媒性としてパルミチン酸

リン酸型＝APPSがあるわけです。  

 

 

これらいろいろな種類のプロビタ

ミンCの中で、市販のローション等

によく配合されているグルコシド

型には、安価で安定性が高いという

特徴があります。特に、これを食品

として摂取する場合には、安定性の

高さがメリットとなります。早々に

分解され大半が排泄されてしまう

ピュアビタミンCと違って、小 腸

でビタミンCに変わり、長時間にわ

たって吸収され続けるからです。つ

まり、日々続けて飲んで体の内側か

ら肌力アップを狙うのなら、プロビ

タミンCの中でもグルコシド型＝ 

AA2がおすすめ、ということになり

ます。これに対して外側から、つま

り塗って美肌作りを期待する場合

には、効果の高いプロビタミンCと

いうのは、アイテムによってそれぞ

れ違います。化粧水なら、水溶性の

リン酸型＝ APSや、両親媒性のパ

ルミチン酸リン酸型＝ APPS。し

っかり潤いを与えて乾燥を防ぐ

ことは、紫外線対策としてもファ

ーストステップですから、これら

のプロビタミンCをたっぷり肌に

与えたいもの。乳液やクリームな

ら、油溶性のイソパルミチン酸型

＝VCIPがおすすめです。肌なじ

みがよく、潤いを長時間キープす

る力の高さでは、群を抜いていま

す。そして張りやつや、キメ、美

白と、さまざまな肌の美のポイン

トをサポートするアイテムとし

て使うのが美容液。ですから美容

液には特に高い機能性が求めら

れます。それに応えるプロビタミン

Cといえば、今のところやはり両親

媒性のAPPSがベストの選択とい

えるでしょう。今日の肌の輝きにス

トレートに影響する表皮層から、明

日の美肌を生み出す奥深くの真皮

層まで、きちんと浸透して肌構造の

幅広い部分でビタミンC効果を現

わす。その点が評価されてAPPSは、

「新型」と注目されているのです。 
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プロビタミンＣとナノスフィアカプセル 
 

 

グロスファクターの一種（bFGF）は分子量がと非常に大きく（約18KDa）、単純に皮膚に塗布しただけでは皮膚に浸透するとは考えられま

せん。そこで、APPSを用いたナノカプセル製剤（ナノスフィア）後にエレクトロポレーション、超音波イオン導入、マイクロニードルなど
の各種導入方法を用いて比較を行いました。 

 

 

現在、レチノール及びレチノール

誘導体は、美容クリニックにおいて

ボトックスと並ぶほどポピュラー

なものになっています。老人性色素

斑から小ジワ、ニキビ、毛穴の開き

などまで、様々な皮膚トラブルに効

果があるとされていますが、一方で、

時に発赤など皮膚炎のような症状

が表れるケースもあります。このよ

うな刺激を解消し、より効果を実現

する方法として、今注目されている

のがAPPS ナノカプセルの利用法

です。今回その詳細が第52回日本

形成外科学会総会ランチョンセミ

ナー（2009年）においてセレブご

用達のクリニックモリの森文子院

長（東京、赤坂）により報告されま

したのでその内容をレポートしま

す。  

 

 

これまでのプロビタミンCは、水に

とけるか油に溶けるかのどちらか

で、その中間の性質を持つものはあ

りませんでした。ところが、最近油

にも水にも溶けて乳化作用をもつ

プロビタミンCが開発されました。

それがAPPSやEPCです。たとえば

APPSは油にはほとんど溶けませ

んが、乳化作用を持つために、特別

な薬品を使わなくてもそれ自身で

クリームを作ったり、ナノカプセル

を作ることができるのです。そして、

最終的には皮膚の酵素で全てビタ

ミンCに変わるため利用されない

カスが皮膚の中に残りません。その

ため、未来のプロビタミンCとして

医療関係者に大きな期待がかけら

れています。 

  

 

シャンプーや洗

剤に使われてい

る界面活性剤（シ

ャボン玉の成分）

は、日常生活の多

くの場面で使わ

れています。例え

ば、化粧品、食品、

衣類、薬、塗料

等々。しかし、一

部には皮膚に刺

激が強いものも

あり、私たちにと

って一般的イメ

ージはあまり良

いものとは言え

ません。できれば

界面活性剤も天

然由来のものを、というニーズに応

えて、近年アミノ酸系や植物系が使

われるようになってきています。乳

化作用を持つプロビタミンCの登

場は、ビタミン系界面活性剤の誕生

となり、使った後は私たちの体の成

分であるビタミンCやビタミンEに

なるためにお医者様にとっても歓

迎されるものとなるでしょう。

APPSに関して言えば、界面活性剤

として利用しても、体内で完全にビ

タミン Cとリン酸とパルミチン酸

（いずれも食品に配合できる成分）

に変換され、安全性はとても高いと

いえます。TPNaもまた然り。そし

ていずれも特別な乳化性を持って

いるので、水‐油‐水‐油‐水…と

多層のシャボン玉構造を作り、その

中に他の水溶性や油溶性の成分を

包摂したナノカプセルを作ること

ができるのです。このナノカプセル

は様々な製剤に利用できます。ナノ

カプセルすることで、作用の強い物

質の急激な効果を徐々に長時間に

わたる適度な効果に変えることも

ができるのです。今回はその1例と

して、美容クリニックでシワ対策に

よく使われているビタミンA に関

連した成分（レチノール誘導体）の

成果を紹介します  

 

 

レチノール誘導体はビタミンA（レ

チノール）の仲間の1つで、その力

はビタミンAの約50～ 100倍も強

いと言われています。体の中で働き、

ビタミンAなどとほとんど同様で、

私たちの体内にも血液中にごく微

量存在しています。そのため、免疫
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反応やアレルギー反応を起こす心

配がないといわれています。とても

強いターンオーバー作用（肌を若返

られる効果）があるため、アメリカ

ではシワやニキビに効果的な治療

薬として使われています。日本では

医薬品としては認可されていませ

んが、その仲間である販薬はありま

せん。ただし、 2008年にレチノー

ル誘導体として（レチノール受容体

結合）を持つディフェリン（アダパ

レン製剤）が医薬品として認可され

ました。しかし、医薬品の適応はニ

キビに限定されていますので、シミ

には保険がきかないということで

す。 

 

レチノール誘導体の皮膚に対する

作用としては、 ①肌の表面の角層

を正常な状態にする ②細胞を増や

し皮膚を再生させる ③皮脂腺の働

きを抑制し、皮脂の分泌を抑える 

④真皮の細胞にコラーゲンをたく

さん作らせ、皮膚のハリや小じわを

改善する ⑤皮膚のヒアルロン酸な

どの分泌を高め、皮膚をみずみずし

くするなどが挙げられます。これら

の作用から、レチノール誘導体の治

療対象は主に、老人性色素斑、炎症

後色素沈着、小じわ、ニキビ、毛穴

の開大、肌キメの乱れ、くすみなど

とされています。今回クリニックで

行われた治療は基本的には、レチノ

ール誘導体の軟膏を塗布するだけ、

慣れてしまえば安全で適応範囲も

広いといえます。短所として以下の

ような点も指摘されています。 ①

発赤、落屑（ボロボロ皮が剥ける）、

腫脹（皮膚の腫れ）などの症状 ②

副作用で塗布が続けられない ③紫

外線による刺激を受けやすくなる 

④レーザー治療など刺激のある治

療は受けられない ⑤長期間使用す

ると皮膚のバリア機能が低下する

これらの中でも皮膚の発赤や腫れ

といった皮膚炎様の症状は、利用者

に治療をためらわせたり、続行を困

難にさせたりする原因となってし

まいました。これらの副作用は塗る

のを止めれば3日から7日程度でな

くなりますが、不快感もさることな

がら、赤く炎症を起こした肌が人目

につくことを気にして、治療を断念

する人が多いのが問題の一つです。 

 

 

このレチノール誘導体療法の最大

の難点を解決してくれるのが、

APPSナノスフィアカプセルです

（上図）。 

レチノール誘導体をAPPSナノ

スフィアカプセルで包み込むこと

で、その効果は従来通りのままで不

快な副作用だけを抑えることがで

きました。 今回の試験対象は、a.

シミと、b.ニキビ、毛穴、シワで、

結果は各症状について、4段階に分

けて点数化しました。  

 

 

シワ、シミのいずれの症状も、レチ

ノール誘導体包摂 APPSナノスフ

ィアカプセルクリーム（以下

RT-APPS-NC）により明らかに改

善が見られました。これらの症状の

改善は従来のレチノール誘導体ク

リームとほぼ変わらないと言って

いいと思います。これに対して副作

用は、皮剥け、赤味のいずれについ

ても、従来のレチノール誘導体クリ

ームと比較して非常に軽微でした。

被験者の中には、赤味や皮剥けが生

じたケースもありましたが、治療の

続行が不可能になるほどの症状は

ほとんど見られませんでした。この

ように副作用が少ない理由の一つ

として考えられるのは、APPSナノ

スフィアカプセルの除放性です。マ

ウスによる試験では、従来のレチノ

ール誘導体クリームにおいては、塗

布後すぐに一時的に皮膚の濃度が

高濃度化してしまいますが、ナノス

フィアの場合は塗布直後からゆっ

くり上昇して、長時間にわたって一

定のレベルを保つことができるよ

うになったのです。つまり、皮膚で

高すぎず、低すぎず一定の濃度を長

時間保ってくれるために副作用が

起こりにくく、効果も期待できたの

ではないかということが考えられ

ます。以上の治験により、レチノー

ル誘導体をAPPSナノカプセルで

包み込むことで、従来のレチノール

誘導体製剤特有の副作用の炎症が

軽減できることが明らかとなりま

した。 

 

図１： APPS ナノスフィアカプセル 

図 2：APP ナノカプセルレチノイン酸製剤の効果評価、平均使用期間：12.7日（レチノイン酸）
／17.9日（APP ナノスフィアカプセル） 
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プロビタミンCとその種類 
 

 

ビタミンC誘導体は、水溶性、脂溶性、両親媒性と種類も様々あります。基本的なビタミンC 誘導体の種類と性質を知っておくととても便利！ あなたも

今日からプロビタミンCのプロフェッショナルです。 

 

 

 

ビタミンC（AsA）は非常に不安定

であり、皮膚に直接塗布した場合に

は皮膚表面で AsAの一部が活性酸

素であるアスコルビン酸ラジカル

（AsAラジカル）に変化し、皮膚に

悪影響を与えてしまう可能性があ

ります。この欠点を克服したのがビ

タミンC誘導体であり、現在では多

くの種類が存在します。これらは、

AsAと比較し安定性が高いことは

もちろんのこと、AsA同様に抗シミ、

シワ効果などを有し、使用方法によ

っては皮膚内のAsA濃度を長時間

コントロールできます。 

 

 

水溶性のビタミンC誘導体の代表

格といえば、やはりアスコルビルリ

ン酸エステル（AP）が挙げられま

す。これは、水溶性のビタミンC（L- 

アスコルビン酸、AsA）1分子に、

体内で重要な働きをしているリン

酸を1つ結合したもので(図１)、

AsAと比較して高い安定性を有し

ているプロビタミンCです。主要な

ものとしてはナトリウム塩のAPS

とマグネシウム塩のAPMが挙げら

れ、皮膚表皮内の酵素であるアルカ

リフォスファターゼ（ALP）により

リン酸が切断され、AsA に変換さ

れます。これらは、水溶性のため塗

布のみでは皮膚深部まで浸透する

割合は低いと言われていますが、水

溶液中ではイオンとして存在しマ

イナスの電荷を帯びているため、イ

オン導入機を用いマイナスの電圧

で皮膚深部まで導入することも可

能です。報告されている効果として

は、紫外線照射時の脂質過酸化抑制、

皮膚細胞死抑制、DNA損傷抑制、

コラーゲン合成促進、基底膜形成と

細胞分化促進、テロメア短縮化制御

など多くの効果が報告されており、

美白、シワ、アクネに対する効果も 

報告されています。  

 

APMZは、APのマグネシウム、亜

鉛塩であることから亜鉛としての

効果も期待されます。亜鉛には抗酸

化効果、紫外線及び活性酸素による

皮膚障害の抑制効果、さらには創傷

治癒を高める作用も知られていま

す。また、免疫機構の補助や創傷治

癒などの生理的役割を持った100

種類以上の酵素の活性化にも関与

しています。亜鉛には生体内ペプチ

ド（低分子量タンパク）の一種であ

るメタロチオネイン（MT）を誘導

する作用も知られており、APMZ

もこのMTの誘導効果が非常に高

いといわれています。MT は亜鉛

含有の低分子タンパク質で、アミノ

酸の約1/3 が抗酸化作用を持つシ

ステインから構成されています。亜

鉛、カドミウムなどの重金属やスト

レスの負荷、感染、創傷、さらには

紫外線により誘導されることが知

られており、その生理学的効果とし

ては、1）重金属の解毒、2）必須

微量元素の代謝、3）活性酸素の除

去、4）細胞の成長などが挙げられ、

最近では、メラニン産生に関わるチ

ロシナーゼの活性をMTが阻害す

ることが見出され、メラノサイトに

通常微量しか存在しないMTの量

を増やすことにより美白効果が期

待できるとされています。 

 

VCIPは、AsA 1分子にイソパルミ

チン酸が4つ結合した脂溶性ビタミ

ンC誘導体で、脂質であるイソパル

ミチン酸を4つも持っているため、

液状オイルの性質を持っています。

そのため、ビタミンCでありながら

保湿性に優ており、乾燥肌の方には

おススメのプロビタミンCです。ま

た、オイルであることから皮膚への

なじみがよく、浸透性にも優れてお

り、皮膚内で AsAとしての効果を

示します。現在報告されている効果

としては、美白、脂質の酸化防止、

コラーゲン生成促進、皮膚癌の転移

抑制、 UVケアなどがあります。美

白効果に関していえば、一般的なチ

ロシナーゼ酵素性阻害はもちろん

のこと、UVBに作られる炎症物質

（IL1-α、プロスタグランジンE2）

の量を減少させることも報告され

ています。結果として、メラニン色

素が抑制され、美しい美肌を実現し

ます。 
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水溶性のアスコルビン酸リン酸に

パルミチン酸という脂質を結合さ

せたものがアスコルビン酸リン酸

パルミチン酸（APP）です。  APP

は、APSやAPMなどの水溶性の性

質とVCIPなどの脂溶性の性質の両

方を有した両親媒性ビタミンC誘

導体で、ちょうど中間的な性質を持

っています。APSだと乾燥しすぎる

し、VCIPだとべとべと感が強すぎ

るといった贅沢なお肌の持ち主に

ぴったりのプロビタミンCです。皮

膚内部で酵素によりリン酸とパル

ミチン酸が分離し（酵素的な加水分

解）、AsAに変換されます。この反

応は急激には進行せず、徐々に進行

していくため、ビタミンＣをゆっく

り放出する“徐放性能”も期待され

ています。細胞膜も両親媒性の物質

で構成されていることから、細胞膜

とのなじみがよく、アスコルビン酸

の細胞への取り込みが高いといわ

れています。さらには皮膚浸透性も

高く、塗布のみで真皮層まで浸透す

る結果も報告されています。そのた

め、脂質の抗酸化やコラーゲン生成

促進効果、チロシナーゼ酵素活性阻

害、ヒドロキシラジカル抑制、ＭＭ

Ｐ活性抑制、抗アクネ効果、毛包の

色素沈着抑制効果などにも高い効

果が期待できます。   

 

EPCは、AsAとビタミンEがリン酸

を介して結合した構造をしており、

AsAは水溶性の性質を有し、ビタミ

ンEは脂溶性の性質を有している

ため、EPCは先のAPPSと 同様に

両親媒性のプロビタミンＣです。 

EPCは、特に多くの種類の活性酸

素を消去することが知られていま

す。何しろビタミンＣとビタミンＥ

をリン酸でくっつけたプロビタミ

ンＣなわけですから、うなずけます

よね！また、アクネ菌（P.acnes）

の発育を抑制する作用や、アク

ネの発生に関与する酵素（リパ

ーゼ）の活性阻害作用も報告さ

れているすごいパワーのプロビ

タミンＣなんです。ターンオー

バー改善作用（乱れたターンオーバ

ーを正常化する）、保湿作用なども

報告され乾燥気味のアクネのお肌

にはぴったりのプロビタミンＣ。   

 

 

ところで、APPSやEPCは両親媒性

なので、シャボン玉を作る性質（界

面活性）を持っているんです。その

ため乳化剤やナノカプセルとして

応用することができるのです。つま

り、ナノカプセルの被膜剤として

APPSや EPCを使用することがで

き、すなわちオイルなどを水の中に

細かな粒子として分散させること

ができるのです。この分散粒子の大

きさをナノレベルにしたものが“ナ

ノスフィアカプセル”なのです。 

ナノスフィアカプセルの最大の特

徴としては、ドラッグデリバリーシ

ステム（DDS）としての機能があ

ります。皮膚に浸透しにくい成分を

ナノスフィアに包むことにより、真

皮まで送り届けることが可能にな

りました。また、徐放性能もあり、

包み込んだ成分をゆっくりと放出

していく性質もあります。これは、

ナノスフィアが多層膜構造（ベシク

ル構造）を持ち、表面から酵素によ

り徐々にカプセルを構成するビタ

ミン誘導体が分解されてゆくため

と考えられます。また、水溶液中に

分散したナノスフィアの被膜表面

にリン酸やアスコルビン酸などの

有機酸が、露出しているためマイナ

スの電荷を帯びており、イオン導入

などで吸収を高めることもできる

のです。例えば電荷を持たないアス

タキサンチンやコエンザイムQ10

などのオイル成分もナノスフィア

に包み込むことによりイオン導入

が可能になるのです。  
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以下の美白原料についての詳細な資料及びサンプルについては弊社までお問い合わせください。 

 

酸化されやすく不安定なアスコルビン酸を安定化させたものであり、体内の酵素によりピュアなアスコルビ

ン酸に変換される。活性酸素消去力が高く、メラニン合成に関わる全ての酸化反応を抑制する可能性がある。 

酸化されやすく不安定なビタミンEを安定化させたものであり、体内の酵素によりピュアなビタミンEに変換

される。抗酸化成分として働き、抗炎症作用等も報告されている。 

炭素のみで構成される成分。抗酸化反応メカニズムの違い等から、ビタミンC等の他の抗酸化剤と併用する

とより効果が期待できる。 

甘草の根から抽出される油溶成分であり、フラボノイドを豊富に含み抗炎症、抗酸化力が強い。チロシナー

ゼ酵素活性抑制効果もあると言われている。 

麹菌の発酵により生成される成分。コウジ酸がチロシナーゼの銅イオンに結合しチロシナーゼの働きを抑制

する。 

コケモモや梨、ウワウルシ等の植物に含まれている天然型ハイドロキノン誘導体。チロシナーゼ酵素活性抑

制効果があると言われている。 

メラニンを作れという信号物質であるα-MSHの抑制剤として働くペプチド。信号物質としてMC1Rに結合す

ることによりcAMP量の上昇を抑え、メラニン産生を抑制する。 

既に生じてしまったシミを薄くする効果があり、メラニン自体を還元し漂白する効果があると言われている。

効果は高いが、まれに白斑やかぶれ等ン酸に変換されるの副作用が多いことが欠点。休み休み使うのがミソ。 
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＜＜ お知らせ ＞＞ 

 

誠に恐れ入りますが、ここから先をご覧いただきたい方は、ドクターコスメクラブに会員登録下さい。 

 

会員登録いただきますと、全てのページが閲覧可能な別冊クリコスをご覧いただけます。 

 


